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食品による窒息の要因分析－ヒト側の要因と食品のリスク度－ 
介護老人福祉施設における窒息事故とその要因 

 
分担研究者 菊谷 武 日本歯科大学附属病院口腔介護・リハビリテーションセンター 

研究協力者 田村文誉 日本歯科大学附属病院口腔介護・リハビリテーションセンター 

研究協力者 片桐陽香 日本歯科大学附属病院口腔介護・リハビリテーションセンター 

 
研究要旨：本研究は窒息の危険因子を明らかにするために、介護老人福祉施設

における平成 18年 6月から平成 20年 12月までに起こった食品による窒息事故

について調査し、入居者の窒息の現状およびその危険因子についての検討を行

った。その結果、調査対象者の 11.7％に窒息の既往が認められた。また、独立

した危険因子は「認知機能の低下」、「食の自立」、「臼歯部咬合の喪失」であっ

た。窒息予防における重要な対策として、義歯による咬合の回復と認知機能の

低下した食事の自立者に対する適切な見守りが重要であることが示唆された。 
 
 
A 研究目的 
 厚生労働省人口動態統計１）による

と、毎年、家庭内での不慮の事故で亡

くなる 65 歳以上の高齢者は 24、195
人におよび、このうち、窒息による死

亡者数は 6881 名で最も多く 1/3 を占

め、近年増加傾向の一途を辿っている。

また東京消防庁の報告２）によると、食

べ物による窒息事故は１年を通して

発生しており、特に年末年始の餅によ

る高齢者の窒息事故では、重篤な状態

で搬送されることが多いと報告して

いる。しかし、実際には救急搬送され

ることなく、自宅や施設で処置を行い、

事なきを得るケースも多く存在する

と考えられ、死には至らずとも実際に

は多くの窒息事故が発生しているも

のと予想される。そこで、本研究は食

品による窒息の危険因子を明らかに

するため、介護老人福祉施設に入居し

ている高齢者を対象に窒息の既往と

口腔機能、認知症、脳血管障害の関係

について調査し、窒息の危険因子につ

いて検討したので報告する。 
 
B 研究対象 


